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発表内容 

1. SINETにおけるL2VPNによる商用クラウドを利用するための“サービス提供機関からの接続”
の枠組み 

2. SINETにおけるVPN接続とその特徴 

3. L2VPNを用いた商用クラウドへの接続方法とそのイメージ 

4. 活用事例 

5. 利用手続きなど 
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SINET L2VPNを用いて商用クラウドサービスを利用するための枠組み 

 SINETの加入機関が L2VPNサービスを活用し、商用クラウドサービスを利用するために、“サービス提供機関からの（SINETへ
の）接続”という新たな枠組みを構築しました（2011年7月）。 

 このことから、クラウドサービス（メールサービス、ストレージサービス等）等の提供業者がSINETへ直接接続できることとな
り、加入機関がL2VPNでクラウドサービス提供業者に接続することにより、加入機関内LANサービスの一部として取り込む
事が可能となります（セキュアなプライベートクラウドの構築が可能）。 

 ただし、加入機関側は業者とのサービス利用契約やSINETへのL2VPNサービス利用申請、業者はSINETへの接続
申請手続きが必要となります。 

A大学 
クラウドサービス提供業者の 

商用データセンター 

A大学が契約して

いる業者のクラウ
ドサービス 

SINETのL2VPNで接
続（学内LANと同等
の扱いが可能） 

B大学 

B大学が契約して

いる業者のクラウ
ドサービス 

  SINETのL2VPNで接続 

参考URL:http://www.sinet.ad.jp/service/other/cloud_services 
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(*)L2VPNを必要としないセキュリティレベルであれば、大学のグローバルIPを割り当て、 
    別キャンパス扱いで利用することも可能です（個別にご相談ください） 
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SINET4のネットワーク構成 

 札幌～博多まで40Gbpsで整備。東京～大阪は80Gbps 

 全国にノードを整備 

 障害時の迂回路のための５ループ構成 

山口大学 

広島大学 

鳥取大学 

岡山大学 

九州大学 

神戸大学 

自然科学研究機構（岡崎） 

静岡大学 

福井大学 

新潟大学 

理化学研究所 

弘前大学 

埼玉大学 

千葉大学 

：コアノード（ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀ) 

：エッジノード（ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀ） 

北見工業大学 
北陸先端科学技術大学院大学 

金沢大学 北海道大学 

信州大学 

山梨大学 

群馬大学 

高エネルギー加速器研究機構 

筑波大学 

JAEA東海研究所 

慶應義塾大学 

ＪＡＸＡ宇宙科学研究所 

横浜国立大学 

海洋研究開発機構 

東京工業大学 

東京大学 

早稲田大学 

医科学研究所 

ＮＩＩ一ツ橋 

物性研究所 

ＪＡＸＡ総合技術研究本部 

国立天文台 

東京農工大学 

電気通信大学 

統計数理研究所 

名古屋大学 

神岡宇宙素粒子施設 

国立遺伝学研究所 

高輝度光科学研究センター 

関西大学 

大阪大学 

同志社大学 

京都大学 

富山大学 

ＮＩＩ千葉分館 

愛媛大学 

徳島大学 

香川大学 

琉球大学 

長崎大学 

熊本大学 

大分大学 

九州工業大学 

鹿児島大学 

核融合科学研究所 

：エッジ・コア回線（40Gbps） 

：アクセス回線    （10～40Gbps） 

東京 大阪 

札幌 仙台 金沢 

名古屋 

広島 博多 

山形 

郡山 

奈良 

宮崎 

東北大学 

：エッジ・コア回線（10Gbps） 

：エッジ回線       （2.4Gbps） 

JPNAP 

JPIX 

秋田 岩手 

栃木 

佐賀 

和歌山 

高知 
三重 

滋賀 

島根 

米国（Internet2), 
欧州(GEANT)等 

アジア(TEIN) 
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SINETにおけるサービス収容イメージ 

 単一のバックボーン上に、各サービスのための論理ネットワークを独立に形成することで、多様な
サービスを柔軟かつ経済的に提供。 

 各論理ネットワーク内に、さらに共同研究プロジェクト毎のバーチャルネットワーク（VPN: Virtual 
Private Network) を形成。 

インターネット 
（IPv4/IPv6） 

Ｌ３ＶＰＮ 

Ｌ２ＶＰＮ/ 
ＶＰＬＳ 

核融合研究VPN 

Grid研究用VPN 

地震研究用VPN 

高エネルギー研究用VPN 

Ｌ１ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ 
天文台研究VPN 

高品質バックアップ研究用VPN 

各研究プロジェクトや 
商用クラウド接続用 
閉域ネットワーク 

各サービス用 
論理ネットワーク 

Ｌ２ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ 

新プロジェクト（ＨＰＣＩ向けなど） 

商用クラウド接続用VPN VPN接続 
サービス 
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各種（接続）サービス実現するためのネットワーキング方式 

 多様なサービス（VPN、リソースオンデマンド、マルチレイヤ、マルチキャスト等）を単一バックボーン
上で実現するために、VLAN設定とその識別による接続方式を実現（SINET3のアーキテクチャを踏
襲）。 

 論理ルータ機能やL1スイッチ機能を用いてサービス毎の論理ネットワークを構築。 

 リソース（帯域、VPN）オンデマンド制御機能などの先端機能に関してはＮＩＩ独自で開発。 

IPルータ 

IPv4/IPv6  

L3VPN   

L2VPN/VPLS  

L2ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ  

L1ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ 

L1SW L1SW 

L2/L3用パス 

data IP 

data Ether 

Ether 

L3 

L2 

L1 

L2多重 

40G/10Gbps 40G/10G/2.4Gbps 

加入機関装置 

エッジノード コアノード 

data IP Ether 

data Ether 

L1VPN 

L2VPN/VPLS 

L3VPN 

L2OD 

IPv4/IPv6 

: 論理ルータ 

L2/L3用パス 

帯域は無瞬断 
で変更可能 

リソース 
オンデマンド 
制御サーバ 

data IP 

data Ether 

Ether 

VLAN 

VLAN data IP 

data IP MPLS 

data Ether VLAN MPLS 

data Ether VLAN MPLS 

data Ether VLAN 

data IP Ether VLAN 

Ether 

Ether 

VLAN 

VLAN 

Ether VLAN 

Ether VLAN 
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各VPNサービスの特徴 

L3VPN L2VPN/VPLS L1VPN 

接続形態 

特色 

異なる接続ポリシーのユーザ同
士で閉域性のあるセキュアなIPネッ
トワーク環境を構成できる 

ベストエフォートの通信となるた
め、品質の保証がされない 

接続ポリシーがある程度同一条
件を満たすユーザ同士で閉域性の
あるセキュアな広域LAN環境を構
築できる 

IP以外の通信プロトコルが使える 

ベストエフォートの通信となるた
め、品質の保証がされない 

帯域保証のパス提供を行うため、
遅延，遅延ゆらぎを最小限に抑えた
専用線と同等の品質保証が可能 

また、他の通信に影響を与えない
/他の通信からの影響を受けない 

オンデマンドサーバとの連携によ
り必要な時に必要な帯域が得られ
る 

利用に 

向く方 

手軽に他大学の研究者とプライ
ベートネットワークを構築したい方 

大学の統合を控え，学内LAN環
境を統一して管理したい方 

遠隔地のキャンパスを本部キャ
ンパスと同一ポリシーで広域LAN環
境を構築したい方 

地震測定など，全国各地に同一
な観測装置等を設置して観測する
必要がある方 

高品質な高精細動画像や大量な
データ転送に向く 

 - 例えば、e-VLBI，グリッドコン
ピューティング，光格子時計など，
遅延に敏感なアプリケーション研究
を行っている方 

1対地接続 多対地接続 1対地接続 多対地接続 1対地接続 多対地接続 

巨大なHUBとして機能 
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クラウド接続のためのSINET L2VPNが利用できる接続形態は以下となります。 

クラウド接続のためのL2VPNが利用できるSINETへの接続形態 

東京or大阪 東京or大阪 

エッジノード 

広域LANサービス網 
e-VLAN 

地域IP網 
（Bフレッツ） 

コアノード 

加入機関LAN 

（A大学） 加入機関LAN 

(B大学） 

加入機関LAN 

(E大学） 

L3SW 

加入機関LAN 

(F大学） 

Bフレッツ 
対応R 

IEEE802.1Q（タグ
VLAN）対応 

WDM 

WDM 

L2多重 
WDM 

WDM 

L2多重 

小型L2多重 

加入機関LAN 

(C大学） 

L3SW 

L2VPN利用可能であるが、全県へエッジ
ノードを整備しているため、本接続での
SINET接続の終了を検討中。エッジノード
への直接接続をお願いしているところ 

SINETのL2VPN接続を地域IP網 
がサポートしていないため 

・・・ ・・・ 

L2多重 

加入機関LAN 

(D大学） 

L3SW 

L2VPN利用のための推奨する接続形態 
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R 

L2VPNによるクラウド接続イメージ  

R 

コアノード 

利用者側のVLAN-ID 

L2VPN 

SINET L2VPNによる商用クラウドサービス接続の一例を以下に示します。 

WDM 

WDM 

学内で使用して
いるVLAN-IDを
割付ます 

SINET側で内部VLAN-ID
に変換します 

L2多重 L2多重 

WDM 

WDM 

加入機関LAN 

エッジノード 

クラウドサービス提供業者の 
商用データセンター 

クラウドサービス用 
サーバ 

※図中はWDM回線の例ですが、L2をサポートする専用線等であればご利用いただけます。 
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事例紹介 

 “サービス提供機関からの（SINETへの）接続”の枠組みでSINETへ接続を頂いている業者様 

 伊藤忠テクノソリューションズ(株）様のA-cloud Mail サービス 

 クラウド型メールサービスの提供 

 株式会社インターネットイニシアティブ様のIIJ GIO サービス 

各種クラウド型サービスの提供 

 UQコミュニケーションズ株式会社様のモバイルWiMAXキャンパスネットワーク接続サー
ビス 

モバイル無線ネットワーク接続サービスの提供 

 NTTコミュニケーションズ株式会社様のBizCITY サービス 

各種クラウド型サービスの提供 

10 
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クラウドサービス提供業者用申請手続きの流れ 
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利用者側（加入機関側）の手続き等の流れについて 

サービス提供機関（業者）リストのサービスを利用する場合 

 リストに記載の窓口に問い合わせをして、サービス内容等確認した上で利用等の判断
をお願い致します。 

 利用が決まり、利用をする場合はクラウドサービス業者と利用機関間のVPN(L2)接続の
利用申請手続きをSINETへお願い致します。 

リスト以外のサービス提供機関（業者）のサービスを利用したい場合 

 目的とするサービス提供機関（業者）との利用に関する直接交渉（サービス提供業者の
SINET直接接続等）を利用者側でお願いいたします。 

 サービス提供業者のSINETに直接接続のためのサービス提供申請手続きをサービス提
供業者側でお願い致します。 

 利用者側は、VPN(L2)接続の利用申請手続きをSINETへお願い致します。 

 

※サービス提供機関(業者）リストURL: 

   http://www.sinet.ad.jp/service/other/cloud_services/list 

※利用や手続きに係るFAQは以下のURLをご参照願います。 

   http://www.sinet.ad.jp/service/other/cloud_services 

 

http://www.sinet.ad.jp/service/other/cloud_services/list
http://www.sinet.ad.jp/service/other/cloud_services
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ご清聴ありがとうございました。 

※ご質問、お問い合わせなどは、SINET利用推進室へお願い致します。 
support@sinet.ad.jp 


